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皆
様　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
三
十
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
世
界
経
済
は
力
強
さ
を
と
り
戻
し
つ
つ
あ
る
も
の

の
地
政
学
的
リ
ス
ク
等
に
よ
り
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が
払
拭

で
き
な
い
状
況
が
続
き
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
今
も
そ
の
状
況
は
依

然
と
し
て
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
、

我
が
国
の
国
内
景
気
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果
は
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

が
実
感
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
人
口
減
少
に
伴
う
販
路
の
縮
小
、
原
材
料
価
格
の
高
止
り
、
経

営
者
自
身
の
高
齢
化
や
人
材
の
確
保
な
ど
、
経
営
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
事
業
者
の
雇
用
情
勢
を
見
て
み
る
と
失
業
率
は
低
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
併
せ
て
有
効
求
人
倍
率
も
高
水
準
と
な
り
、
中
小

企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
人
手
不
足
が
深
刻
な
経
営
上

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
の
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の

制
定
及
び
小
規
模
支
援
法
の
改
正
を
契
機
と
し
て
、
組
織
一
丸
と

な
っ
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
計
画
の
策
定

及
び
実
践
支
援
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
商
工
会
が
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
五
年
の
間
に
平
均
引
退
年
齢
で
あ
る
七
十
歳
を
超
え
る
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
者
は
全
国
で
三
十
万
人
に
の
ぼ
る
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
事
業
承
継
が
推
進
で
き
な
け
れ
ば
、
多
く

の
事
業
者
が
廃
業
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
地
域
経
済
に

深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
恐
れ
が
否
め
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
着

実
に
「
事
業
承
継
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
の
推
進
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
・
成
長
的
発

展
の
た
め
、
事
業
者
が
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
等
を
積
極
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
、支
援
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

平
成
三
十
一
年
十
月
に
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
及
び
軽
減
税
率
制

度
の
導
入
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
事
業
者
の
準
備
や
対
応

に
万
全
を
期
す
た
め
、
商
工
会
が
実
施
し
て
い
る
窓
口
相
談
事
業
も

継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

府
内
商
工
会
の
経
営
支
援
員
は
京
都
府
の
「
中
小
企
業
応
援
隊
」

の
主
力
と
し
て
、
現
地
現
場
主
義
に
立
ち
、
各
種
補
助
金
の
申
請
支

援
や
専
門
家
派
遣
な
ど
、
京
都
府
や
関
係
機
関
の
支
援
施
策
を
活
用

し
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
安
定
と
成
長
を
図
る
た

め
、
様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
応
援
隊
は

他
の
支
援
機
関
に
も
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
支
援
機

関
が
一
堂
に
集
う
「
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
建
設
が
現

在
京
都
市
内
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
当
連
合
会
も
平
成
三
十
一
年
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
す
る
予
定
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、「
中
小
企
業
の
育
成
支
援
」「
交
流
と
協
働
の
促

進
」「
産
学
公
連
携
の
推
進
」「
地
域
創
生
の
実
現
」
等
の
８
つ
の
機

能
を
有
す
る
予
定
で
す
。

　

当
会
と
し
て
は
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
居
を
契
機
に
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
に
入
居
す
る
様
々
な
支
援
機
関
と
連
携
を

密
に
し
て
、
一
層
効
果
的
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
府
内
二
十
の
商
工
会
と
一
層
の
連
携
を
図
り
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
邁
進
す
る
所
存
で
す
の

で
、
京
都
府
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
旧
年
に
も
増
し
て
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
こ
の
一
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ま
す
ま
す
の
ご

繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

明けましておめでとうございます
■ 向日市商工会 会長 髙橋　信吾 ■ 南山城村商工会 会長 平沼　和彦

■ 長岡京市商工会 会長 山下　昌行 ■ 京北商工会 会長 矢谷　仁史

■ 八幡市商工会 会長 溝口　知男 ■ 南丹市商工会 会長 武田　晏和　連合会副会長

■ 大山崎町商工会 会長 西河　　豊 ■ 京丹波町商工会 会長 野間　之暢

■ 久御山町商工会 会長 西村　　好 ■ 福知山市商工会 会長 衣川　倫夫

■ 京田辺市商工会 会長 鈴木　俊寛 ■ 与謝野町商工会 会長 安田　光孝

■ 井手町商工会 会長 小川　幸一 ■ 伊根町商工会 会長 濱野儀一郎

■ 宇治田原町商工会 会長 森田　市治 ■ 京丹後市商工会 会長 沖田　康彦　連合会長

■ 木津川市商工会 会長 山本　　貢 ■ 京都府商工会青年部連合会 会長 中野　勝友

■ 笠置町商工会 会長 松井　克夫　連合会副会長 ■ 京都府商工会女性部連合会 会長 松井　惠子

■ 和束町商工会 会長 井上　勝司 ■ 京都府商工会連合会 専務
理事 松村　憲次

■ 精華町商工会 会長 吉田　一雄

新
た
な
年
を
迎
え
て

会
長
　
沖 

田
　
康 

彦

京
都
府
商
工
会
連
合
会
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府
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　

京
都
府
で
は
、
林
田
・
荒
巻
府
政
以
来
築
き
上
げ
て
き
た
社
会
基
盤

が
い
よ
い
よ
実
を
結
ぶ
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
４
月
に
新
名
神
高

速
道
路
の
城
陽
・
八
幡
京
田
辺
間
が
開
通
し
、
つ
い
に
京
都
は
京
丹
後

市
か
ら
木
津
川
市
ま
で
高
速
道
路
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
「
海
の
京
都
」、「
森
の
京
都
」
と
続
き
、
昨
年
は
「
お
茶
の
京
都
」
事

業
に
よ
り
、
南
部
地
域
全
体
に
大
変
多
く
の
人
が
訪
れ
る
と
と
も
に
、

北
部
地
域
で
は
、
美
し
い
絹
織
物
の
地
「
丹
後
ち
り
め
ん
回
廊
」
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
面
で
も
過
去
最
高
の
賑
わ
い
と
な

り
、
府
域
全
体
が
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
庁
の
全
面
的
京
都
移
転
も
正
式
に
決
定
、
移
転
場
所
も

府
庁
の
警
察
本
部
本
館
に
決
ま
り
、
名
実
と
も
に
京
都
が
「
文
化
首
都
」

と
位
置
付
け
ら
れ
、
文
化
芸
術
立
国
に
向
け
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
っ
た
重
要
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
依
然
、
我
が
国
周
辺
で
安
全
保
障
に
つ

い
て
大
き
な
緊
迫
感
が
続
く
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
東
京
一
極
集

中
の
加
速
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
様
々
な
課
題
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

未
来
を
切
り
拓
く
鍵

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
や
情
報
化
、
国
際
化
の
中
で
、

家
族
形
態
も
含
め
社
会
の
多
様
化
が
進
展
す
る
こ
と
に
対
し
て
、「
地
域

の
力
」「
自
治
の
力
」
が
低
下
し
、
旧
来
の
制
度
や
考
え
方
で
は
支
え
き

れ
な
い
局
面
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
様
々
な
格
差
の
問
題
や
孤
立
社
会
と
い
わ
れ
る
無

関
心
時
代
の
到
来
も
指
摘
さ
れ
る
中
、
京
都
府
で
は
、
従
来
か
ら
地
域

力
再
生
を
掲
げ
、
地
域
の
絆
な
ど
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
環
境
・
土

台
を
基
に
、
半
公
半
Ｘ
の
公
共
員
制
度
や
地
域
の
公
民
の
生
活
機
関
を

集
中
化
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
ビ
ニ
の
整
備
、
子
ど
も
食
堂
や
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
の
こ
ど
も
の
城
事
業
、
さ
ら
に
高
齢
化
時
代
に
医
療
、

介
護
、
福
祉
を
連
結
さ
せ
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
、
女
性
活
躍
か
ら

障
害
の
あ
る
方
の
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
支
え
る
農
福
連
携
な
ど
、
幅

広
く「
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
へ

　

今
年
は
、「
明
治
」
へ
の
改
元
、
そ
し
て
京
都
府
の
設
置
か
ら
１
５
０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
当
時
、
京
都
で
は
、
多
く
の
人
や
産
業
が
東
京

へ
移
り
、
３
分
の
１
の
人
口
が
減
少
し
た
た
め
、
千
年
に
わ
た
っ
て
都

と
し
て
栄
え
た
京
都
は
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
京
都
府
は
、
日
本
初
の
小

学
校
（
上
京
２
７
番
組
（
柳
池
）
小
学
校
）
や
女
学
校
（
新
英
学
校
お

よ
び
女
紅
場
）、
盲
ろ
う
学
校
（
京
都
盲
唖
院
）
の
開
校
、
府
立
医
科
大

学
の
前
身
で
あ
る
医
学
校
を
療
病
院
に
付
置
、
京
都
大
学
の
前
身
で
あ

る
第
三
高
等
中
学
校
の
大
阪
か
ら
の
誘
致
、
同
志
社
大
学
の
設
置
許
可

な
ど
人
づ
く
り
を
中
心
に
府
政
を
進
め
、
さ
ら
に
琵
琶
湖
疏
水
の
建
設

や
経
済
界
と
も
連
動
し
た
京
都
博
覧
会
の
開
催
で
産
業
の
振
興
を
図
り
、

西
陣
織
や
茶
業
な
ど
様
々
な
分
野
で
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
、
京
都

を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
京
都
府
政
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
先
人
た
ち
の
努
力
が
今
日
の
京
都
の
礎
を
築
い
て
き
た
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ど
ん
な
に
困
難
な
と
き
も
未
来
に
投
資
を
し
て
、

未
来
の
た
め
に
現
代
を
生
き
る
京
都
の
気
概
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
１
５
０
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
の
京
都
の

基
盤
が
形
作
ら
れ
て
き
た
明
治
の
時
代
を
振
り
返
り
、
常
に
先
進
的
な

取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
先
人
た
ち
の
姿
勢
を
受
け
継
い
で
、
新
し
い

人
づ
く
り
と
文
化
力
づ
く
り
に
よ
っ
て
京
都
の
生
き
方
が
一
層
魅
力
あ

る
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
全
力
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

京
都
に
は
今
、
年
間
８
、７
０
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
て
お
り
、

世
界
的
に
も
日
本
、
そ
し
て
日
本
文
化
の
ふ
る
さ
と
・
京
都
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、２
０
１
９
年
か
ら
３
年
連
続
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、ワ
ー

ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
と
大
規
模
な
国
際
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
を
捉
え
、「
京
都
文
化
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
６
︱

２
０
２
０
」
を
は
じ
め
オ
ー
ル
京
都
で
力
を
合
わ
せ
、
京
都
か
ら
日
本

の
文
化
を
発
信
し
、
大
き
な
交
流
の
渦
が
巻
き
起
こ
る
よ
う
、
全
力
を

傾
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

人
と
文
化
に
よ
っ
て
地
域
の
資
源
、
歴
史
、
伝
統
を
活
か
し
、
人
と

人
と
が
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
に
よ
り
、
地
域
の
力
を
再
び
取
り

戻
し
、新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
た
め
、共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
、
こ
の
４
月
で
任
期
を
全
う
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

一
年
の
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
日
の
京
都
を
描
く
た
め

山 

田
　
啓 

二

　
　
京
都
府
知
事

　去る平成 29 年 11 月 16 日、東京 NHK ホー
ルにて本連合会沖田会長（全国連副会長）の
開会宣言で、第 57 回商工会全国大会が開催
され、下記の方々が表彰を受けられました。
　また大会では、地方経済に活力を与える大
型の経済対策の実施等の５つの決議が採択さ
れ、全国 100 万会員が一致団結した決意表明
が行われました。

●中小企業庁長官表彰
　役員功労者
　　木津川市商工会　理　事　圡田　裕晤
　　木津川市商工会　理　事　羽田　雅道
　　木津川市商工会　理　事　福岡　貞男
　　木津川市商工会　理　事　梅本　好成

●事業推進優良商工会等表彰
　商工会法施行 55 周年特別枠部門
　　京丹波町商工会
　共済部門（会員福祉共済）
　　優良商工会等
　　都道府県商工会連合会推薦枠
　　木津川市商工会

●全国商工会連合会会長表彰
　役員功労者
　　和束町商工会　　会　長　井上　勝司
　　和束町商工会　　副会長　藤木　忠宏
　　福知山市商工会　監　事　迫田　　厚
　　福知山市商工会　監　事　藤田　雅之
　　福知山市商工会　理　事　夜久　昭広
　優良常勤役職員
　　井手町商工会　　経営支援員　野﨑　幹夫
　　井手町商工会　　経営支援員　太地　康之
　　井手町商工会　　経営支援員　津田　純子
　　福知山市商工会　経営支援員　西山　祐子
　優良青年部・女性部
　　福知山市商工会青年部

　平成 29 年度の京都府産業功労者
として、京都府商工会女性部連合会
長の松井惠子氏が 11 月９日に京都
府公館において山田啓二京都府知事
より表彰されました。

●京都府産業功労者表彰
　受賞者
　京都府商工会女性部連合会
　� 会長　松井　惠子（敬称略）

大会開会宣言を行う沖田会長

お慶びの松井さんと山田知事

第 57 回 商工会全国大会 開催 京都府産業功労者表彰受賞
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障
が
い
者
を
雇
用
し�

�

社
会
参
画
と
自
立
を
支
援

　

株
式
会
社
ア
ク
ス
は
、
１
９
８
６
（
昭

和
61
）
年
の
設
立
時
か
ら
障
が
い
者
を
積

極
的
に
雇
用
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
画

と
自
立
を
後
押
し
す
る
環
境
づ
く
り
に
尽

力
し
て
き
た
。
現
在
も
29
名
の
従
業
員
の

う
ち
20
名
を
重
度
を
含
め
た
障
が
い
者
が

占
め
る
。

　
「
事
業
の
た
め
に
障
が
い
者
を
雇
用
す
る

の
で
は
な
く
、
障
が
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が

働
き
や
す
い
事
業
を
つ
く
る
こ
と
が
第
一
の

目
的
で
す
」
と
語
る
の
は
、
代
表
取
締
役

の
山
田 

裕
さ
ん
。「
当
社
が
30
年
間
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
姿
勢
を
貫
い
て
き

た
か
ら
」
と
断
言
す
る
。
非
鉄
金
属
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
選
別
・
卸
売
事
業
か
ら
始
め
、

ビ
ン
や
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
へ
と
事
業
を
転
換
。
次
な
る
事
業
と
し

て
目
を
つ
け
た
の
が
、循
環
型
農
業
だ
っ
た
。

ま
ず
は
山
田
さ
ん
自
ら
循
環
型
農
法
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、
ハ
ウ
ス
や
資
材
を
借
り

て
ト
マ
ト
の
栽
培
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

農
業
に
参
画
し�

�

栽
培
キ
ッ
ト
を
開
発

　
「
実
際
に
農
業
を
始
め
て
み
る
と
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
」
と

振
り
返
っ
た
山
田
さ
ん
。
無
農
薬
の
有
機

農
法
は
虫
が
つ
き
や
す
く
栽
培
が
難
し
い
。

加
え
て
微
生
物
が
活
性
す
る
土
は
臭
い
も

強
く
、
ハ
ウ
ス
内
で
の
農
作
業
は
快
適
と

は
い
え
な
い
。
そ
こ
で
山
田
さ
ん
は
、
そ
れ

ら
の
課
題
を
克
服
す
る
べ
く
自
社
で
の
資

材
開
発
を
思
い
立
つ
。
着
目
し
た
の
は
、
フ

ル
ボ
酸
と
い
う
土
壌
に
存
在
す
る
有
機
酸

の
一
種
。
ア
ク
ス
で
は
、
国
産
の
腐
植
土
を

生
産
す
る
原
料
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
て

フ
ル
ボ
酸
入
り
液
肥
を
開
発
す
る
と
と
も

に
、
腐
植
土
と
複
数
の
有
機
資
材
を
ブ
レ

ン
ド
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
培
養
土
、
さ
ら
に

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
栽
培
ボ
ッ
ク
ス
を
製

造
。
誰
で
も
ど
こ
で
も
野
菜
を
栽
培
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。「
フ
ル
ボ
酸

入
り
液
肥
を
入
れ
る
と
、
生
育
が
よ
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る

こ
と
も
実
証
し
て
い
ま
す
」
と
山
田
さ
ん
は

説
明
す
る
。

　

ア
ク
ス
で
は
、
こ
の
「
野
菜
栽
培
ボ
ッ
ク

ス
キ
ッ
ト
」
を
障
が
い
者
施
設
や
高
齢
者

施
設
、
企
業
、
保
育
園
な
ど
に
向
け
て
販

売
を
開
始
。「
狙
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
障
が
い
者
の
就
労
機
会
を
生
み
出
す
こ

と
で
す
が
、そ
の
他
、高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
園
児
へ
の
教
育
に
も
活
用
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

商
工
会
の
後
押
し
で�

�

自
社
の
強
み
を
再
認
識

　

さ
ら
に
「
野
菜
栽
培

ボ
ッ
ク
ス
キ
ッ
ト
」
の
知

名
度
向
上
の
た
め
、
一
般

家
庭
で
簡
単
に
育
て
ら

れ
る
京
野
菜
栽
培
キ
ッ
ト

「TODAY VAGE

」
も

開
発
し
た
。
小
さ
な
植
木

鉢
程
度
の
フ
ェ
ル
ト
ポ
ッ

ト
や
信
楽
焼
陶
器
で
簡
単

に
京
野
菜
を
育
て
ら
れ
る
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
展
示

会
に
出
展
し
た
と
こ
ろ
大
き
な
反
響
を
呼

び
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
続
々
注
文
が
舞
い
込

ん
で
い
る
。「“TODAY VEGE”

を
名
刺

代
わ
り
に
知
名
度
を
高
め
、野
菜
栽
培
ボ
ッ

ク
ス
キ
ッ
ト
の
販
売
を
拡
大
し
た
い
」
と
山

田
さ
ん
は
意
気
込
む
。

　

こ
う
し
た
ア
ク
ス
の
挑
戦
を
後
押
し
す

る
の
が
、
宇
治
田
原
町
商
工
会
だ
。「
補
助

金
な
ど
の
情
報
提
供
や
申
請
書
類
作
成
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
京
都
府
商

工
会
連
合
会
の
首
都
圏
で
の
商
談
会
に
出

展
す
る
際
に
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
、

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
山
田
さ
ん
。
と
り
わ
け
商
工
会
に
勧
め

ら
れ
、
京
都
府
か
ら
「
中
小
企
業
新
事
業

活
動
促
進
法
」に
基
づ
く「
経
営
革
新
計
画
」

の
承
認
を
受
け
た
こ
と
が
、
自
社
の
経
営

を
見
直
す
好
機
に
な
っ
た
と
話
す
。「
障
が

い
者
雇
用
が
当
社
の
最
大
の
強
み
だ
と
再

認
識
で
き
た
」
と
山
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
障
が
い
者
雇
用
を
主
軸
に
誰
も
が
イ
キ

イ
キ
と
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

がんばってます！
株式会社アクス

代表取締役　山田　裕 氏
　宇治田原町で資源ごみのリサイクル事業とアグリ事業を展
開する株式会社アクス。30 年前の設立当初から障がい者を積
極的に雇用し、同社の強みとしてきた。障がい者がイキイキ
と働ける環境をつくり、社会参画と自立を支援する同社の取
り組みについて、代表取締役の山田 裕さんに伺った。

今月の特集インタビュー

障
が
い
者
が
イ
キ
イ
キ
と
働
き
、自
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
尽
力

京都商工連だより　http://biz.kyoto-fsci.or.jp

経営支援員のメッセージ
　㈱アクスさんは、障がい者雇用という地域の
課題をビジネスの手法で解決している企業です。
一例を挙げると、同社の障がいを持たれた従業
員の中には、自身の親を扶養している方もおら
れ、障がい者の自立支援を実現可能にしている
企業です。宇治田原町商工会では、同社の新規
事業「循環型アグリ事業」の推進を図るため、
経営革新計画策定から実施までの伴走型支援を
継続して実施しています。
� 宇治田原町商工会　経営支援員　石黒太郎　

アクスの障がい者雇用の取り組みやアグリ事業の
戦略など続きはWEBでお楽しみください。

簡単京野菜 栽培セット 
　①信楽焼ポッド　②フエルトポッド　③栽培 BOX

①

② ③
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府
内
商
工
会
地
域
の
事
業
者
が
独
自
の
技

や
地
域
の
素
材
を
使
っ
て
開
発
し
た
食
品
の

認
知
向
上
と
新
た
な
販
路
開
拓
が
目
的
で

す
。
商
品
の
開
発
改
良
か
ら
始
め
た
販
路
開

拓
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
一
昨
年
度
よ
り
始

め
た
「
え
え
も
ん
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
に
先
だ
ち

東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ

ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
秋
２
０
１
７
に
出

展
し
、
約
５
、５
０
０
万
円
の
成
約
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
遠
隔
地
で
の
販
路
開
拓
は
コ
ス

　

京
都
府
商
工
会
連
合
会
で
は
、
京
都
市
内

に
店
を
構
え
高
品
質
の
こ
だ
わ
り
商
品
を
扱

う
ス
ー
パ
ー
等
と
の
「
セ
レ
ク
ト
商
談
会
」

を
10
月
26
日
、京
都
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

ト
も
掛
か
る
た
め
、
首
都
圏
だ
け
で
な
く
京

都
市
内
で
も
販
路
開
拓
を
進
め
る
た
め
、
今

年
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

試
食
・
試
飲
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
や
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
商
品
の
改
良
等
に

取
り
組
ん
だ
事
業
者
や
「
販
路
開
拓
塾
」
で

商
談
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
学
ん
だ
事
業
者
な
ど

17
事
業
者
が
参
加
し
、
ス
ー
パ
ー
５
社
の
バ

イ
ヤ
ー
11
名
と
の
商
談
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
バ
イ
ヤ
ー
を
前
に
持
ち
込
ん
だ

自
慢
の
商
品
を
紹
介
。
試
食
・
試
飲
を
勧
め

な
が
ら
特
徴
を
説
明
し
、
レ
シ
ピ
や
値
段
に

つ
い
て
商
談
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
に

は
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え
て
の
商
談
も
あ

り
、
即
日
、
成
約
を
得
ら
れ
た
事
業
者
も
あ

る
な
ど
、
各
々
に
手
応
え
を
つ
か
ま
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
当
連
合
会
で
は
今
後
も
追
跡

調
査
を
実
施
し
て
伴
走
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

〝
セ
レ
ク
ト
商
談
会
〟を
初
開
催

販
路
開
拓
に
手
応
え 

　
　 

即
日
成
約
を
得
ら
れ
た
事
業
者
も

こ
だ
わ
り
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
を
集
め
た

平成 29 年度 むらおこし特産品コンテスト

 受賞品 
農家の「料理が変わるねぎ油」が
“ 全国商工会連合会会長賞 ” を受賞

やさい魂研究所
（与謝野町商工会）

食べる直前にひとまわし！
　食べる直前に料理に加えてひとまわ
しするだけで料理が変わる。京都老舗
油店の一番絞りごま油と自家栽培九条
ねぎの豊かな旨味、風味が広がります。
　全国から応募のあった 92 品目に対
して、「むらおこしコンテスト審査委員
会」の委員 10 名により、郷土色、訴
求力、市場性、将来性などをポイント
に厳正な選考が行われた「むらおこし
特産品コンテスト」にて会長賞を受賞
しました。

〔連絡先〕やさい魂研究所
　　　　　京都府京丹後市大宮町奥大野 813-2
　　　　　ＴＥＬ 0772-68-1002
　　　　　ＦＡＸ 0772-68-1002
　　　　　http://www.vegetama.com

参考価格  2,052 円（税込）
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商工会はいま !! 経営発達支援計画
新シリーズ

【経営発達支援計画とは】改正小規模支援法により、商工会が小規模事業者の経営戦略にまで踏み込み、
需要を見据えた経営計画の策定から販路開拓まで、事業者に寄り添った経営支援の計画を「経営発達
支援計画」として策定し、それに基づいた伴走支援を行うことが求められています。

笠
置
町
商
工
会

経
営
発
達
支
援
計
画
の
１
年
目
は
、

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
て
る
こ

と
」
と
「
積
極
的
な
専
門
家
の
有

効
活
用
」
に
集
中
。

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
て
る
」

と
い
う
一
年
目
の
取
り
組
み

う
こ
と
に
よ
り
、
５
年
間
か
け
て
徐
々
に

拡
げ
て
て
い
く
こ
と
が
最
善
策
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　

あ
る
飲
食
店
で
は
、
事
業
承
継
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
後
継
者
が
中
心
と
な
っ

て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
経
営
努
力

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
経
営
発
達
支

援
計
画
の
支
援
概
要
を
説
明
す
る
と
、
ぜ

ひ
お
願
い
し
た
い
と
の
前
向
き
な
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。
早
速
、
経
営
分
析
や

経
営
計
画
等
に
つ
い
て
、
経
営
支
援
員
が

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
経
営
課
題
を
共
有

し
て
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
今
ま
で
は
個
別
の
メ
ニ
ュ
ー
の
出

卓
数
も
捉
え
ら
れ
て
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
き
ち
ん
と
し
た
分
析
が
で
き
る
よ
う

に
一
ヶ
月
間
で
も
集
計
し
て
み
て
は
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
集
計
表
か
ら
、
今
ま
で
は
気
づ
か

な
か
っ
た
こ
と
が
明
確
に
抽
出
で
き
、
具

体
的
な
取
り
組
み
事
項
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
個
別
メ
ニ
ュ
ー
の
出
卓
数
の

把
握
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
か
を
認
識
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、新
し
い
レ
ジ
を
導
入
し
て
、

こ
の
課
題
を
解
決
し
た
い
と
積
極
的
な
考

え
が
め
ば
え
、
現
在
、
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
の
申
請
を
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、「
や
る
気
の
あ
る
事
業
者
」

を
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
に
育
て
、
そ
の

成
果
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

浸
透
・
波
及
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

同
計
画
に
基
づ
く
補
助
事
業
「
伴
走
型

小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
」
で
は
、

６
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
育
て
る
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
事
業

計
画
を
立
て
ま
し
た
。
結
果
、
そ
の
事
業

計
画
の
約
90
％
が
採
択
さ
れ
、
大
き
な
予

算
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。特
徴
的
な
点
は
、

本
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
に

し
た
こ
と
の
な
い
規
模
で
の
専
門
家
の
活
用

専
門
家
の
積
極
的
か
つ
適
切
な

活
用

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
約
80
の
会

員
事
業
者
と
い
う
小
さ
な
笠
置
町
商
工
会

で
は
、
専
門
家
を
活
用
す
る
こ
と
は
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別

相
談
会
、
専
門
家
派
遣
、
ま
た
、
計
画
の

進
捗
状
況
の
確
認
や
日
々
の
事
業
者
支
援

の
状
況
確
認
な
ど
を
目
的
と
し
た
月
一
回

の
小
委
員
会
で
は
、
外
部
有
識
者
と
し
て

専
門
家
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
ら
手
を
挙
げ
た
や
る
気
の

あ
る
事
業
者
に
対
し
て
、
よ
り
深
く
専
門

的
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
の

目
的
で
す
。
こ
こ
数
年
の
大
き
く
早
い
環

境
変
化
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
者
の
経
営

課
題
は
複
雑
か
つ
多
様
化
し
、
よ
り
専
門

的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
営

支
援
員
が
事
業
者
と
の
接
点
の
中
で
、
経

営
課
題
を
抽
出
し
、
よ
り
適
切
な
支
援
を

行
う
た
め
に
は
、
今
回
の
よ
う
な
専
門
家

の
積
極
的
な
活
用
が
大
き
な
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

経
営
支
援
員
の
資
質
向
上
に
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
特
に
専
門
家
派
遣
に

経
営
支
援
員
が
同
席
す
る
こ
と
や
、
同
席

で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
後
の
報
告
を
通

じ
て
、
事
業
者
に
対
し
て
ど
う
い
っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
専
門
家
が
行
い
、
ど
う
い
う

判
断
や
実
行
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
な
ど

を
経
営
支
援
員
が
直
に
肌
で
学
べ
て
い
ま

　

笠
置
町
商
工
会
の
経
営
発
達
支
援
計
画

は
５
年
間
で
、今
年
が
そ
の
１
年
目
で
す
。

西
日
本
で
一
番
小
さ
な
町
で
あ
る
笠
置

町
に
は
、
約
80
の
事
業
者
が
あ
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
事
業
者
で
す
。ま
た
、

全
事
業
者
の
95
％
が
商
工
会
会
員
で
も
あ

る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
そ
ん
な
小
さ
な
町

の
商
工
会
が
取
り
組
む
１
年
目
の
テ
ー
マ

は
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
て
る
」
こ
と

で
す
。

　

な
ぜ
地
域
の
全
事
業
者
で
は
な
く

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
い
う
限
ら
れ
た

事
業
者
な
の
か
。
そ
れ
は
、
最
初
か
ら
全

事
業
者
に
対
し
て
一
律
に
広
く
支
援
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
手
を
挙
げ
る
「
や

る
気
の
あ
る
事
業
者
」
に
絞
っ
て
集
中
的

な
個
別
支
援
を
行
い
、
見
え
る
成
果
を
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
あ
の
事
業
者
が
あ

ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
か
！
」
と
い
う

事
実
を
他
の
事
業
者
に
も
意
識
し
て
も
ら

自ら手を挙げた「やる気のある事業者」が参加したセミナー
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小
規
模
事
業
者
の
経
営
状
況
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
四
半
期
毎
に
企
業
業
況

調
査
に
実
施
し
、
個
社
の
経
営
力
向
上
支

援
、
事
業
計
画
策
定
支
援
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
調
査
事
業
所
数
は
会
員
事
業
所
の

１
／
４
で
あ
る
90
事
業
所
を
対
象
と
し
、

調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
売
上
等
の
業
況

等
年
間
通
し
て
調
査
す
る
項
目
と
、
従
業

員
数
、
設
備
投
資
計
画
等
四
半
期
毎
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
項
目
の
２
つ
に
分
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
営
の

実
態
を
把
握
す
る
と
同
時
に
、
調
査
先
事

業
所
へ
の
効
果
的
な
支
援（
雇
用
助
成
金
、

補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
、
融
資
等
）
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
巡
回
に
よ
る
対

面
調
査
を
基
本
と
し
て
、
会
員
事
業
所
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
と

な
り
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
全
会
員

す
。
月
一
回
の
小
委
員
会
に
お
い
て
も
、

事
業
の
遂
行
状
況
の
評
価
や
様
々
な
助
言

を
通
じ
て
、
経
営
支
援
員
に
対
す
る
指
導

も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

経
営
発
達
支
援
計
画
の
一
年
目
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
適
切
か
つ

積
極
的
な
専
門
家
の
活
用
と
経
営
支
援
員

の
資
質
向
上
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
育
て
な
が
ら
地
域
の
事
業
者
の
持
続
的

発
展
に
寄
与
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

る
と
い
う
大
き
な
目
的
を
達
成
す
る「
光
」

を
感
じ
て
い
ま
す
。

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
巡
回
及
び
窓
口

相
談
時
で
の
活
用
、
商
工
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
日
々
経
営
努
力

を
重
ね
て
い
る
小
規
模
事
業
者
こ
そ
事
業

計
画
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

経
営
の
核
と
な
る
事
業
計
画
策
定
に
取
組

事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

の
課
題
解
決
に
向
け
た
各
種
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催

　

ま
た
、
支
援
事
業
先
の
課
題
解
決
に
向

け
て
、
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
や
経
営
力
向
上

計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
結
果
、
支
援
先
事
業
所
の
み
な
ら

ず
予
想
以
上
の
参
加
を
得
ら
れ
る
な
ど
取

組
み
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
様
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

た
出
口
ま
で
を
見
据
え
た
販
路
開
拓
塾
も

計
画
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
小
さ
く
て
も
目
に
見
え
る
成
果
が
で
る

支
援
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ん
で
い
ま
す
。
近
年
の
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
等
の
商
工
業
者
に
対
す
る
補

助
金
も
増
え
る
に
従
い
、
小
規
模
事
業
者

の
事
業
計
画
の
重
要
性
へ
の
認
識
も
向
上

し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
変
化
を
本
物
に
す
る

べ
く
事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

作
成
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
常
に
目
に
つ
く
場
所
に
貼
り
、
常

に
見
直
し
が
で
き
る
Ａ
４
一
枚
モ
ノ
と
し

て
、
今
年
度
の
重
点
支
援
先
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
り
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

福
知
山
市
商
工
会

小
規
模
事
業
者
の
小
さ
く
て
も
目

に
見
え
る
成
果
を
後
押
し
す
る
、

事
業
計
画
策
定
を
核
と
し
た
計
画

的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

地
域
経
済
動
向
調
査
に
よ
る
現

状
把
握
と
個
別
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
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経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
取
引
先
が
拡

張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
は
経
験

も
し
な
か
っ
た
商
取
引
上
の
顧
客
要
求
事
項

や
ク
リ
ア
す
べ
き
条
件
に
直
面
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
海
外
企
業
と
の
直
接
的
ま

た
は
間
接
的
な
取
引
開
始
に
当
た
り
通
常
、

求
め
ら
れ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
品

質
レ
ベ
ル
、
納
期
対
応
力
、
コ
ス
ト
対
応
力

に
加
え
て
国
際
労
働
基
準
で
の
適
正
な
労
務

管
理
や
安
全
衛
生
管
理
や
環
境
管
理
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
整
備
な
ど
を
確
立
さ

せ
、
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
最
低
限
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
方
、
従
前

の
取
引
先
の
外
資
系
に
よ
る
資
本
参
加
に
よ

る
資
本
形
態
の
変
更
や
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
、

規
格
等
の
採
用
に
よ
る
取
引
基
準
の
変
更
な

ど
も
起
こ
り
得
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
商
環
境
の
急
激
な
変
更
に
直

面
し
た
企
業
の
体
制
構
築
支
援
の
依
頼
を
お

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

初
め
は
未
経
験
の
顧
客
要
求
事
項
に
直
面

し
、
ど
う
し
て
い
い
も
の
か
と
悩
ま
れ
る
経

営
層
と
と
も
に
、
そ
の
企
業
の
現
状
の
課
題

点
を
洗
い
出
し
、
取
引
基
準
へ
適
応
さ
せ
る

た
め
の
改
善
策
や
不
足
の
部
分
を
ど
の
よ
う

に
構
築
す
る
か
を
と
も
に
検
討
し
て
い
く
段

階
で
様
々
な
改
善
が
進
ん
で
い
く
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
特

定
の
顧
客
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、

企
業
体
質
の
改
善
と
い
う
副
産
物
を

産
み
出
し
ま
す
。
企
業
が
直
面
す
る

い
わ
ば
リ
ス
ク
は
あ
ら
た
な
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

リ
ス
ク
に
直
面
し
た
ら
ま
ず
は
商
工

会
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
!!

事
業
所
：
有
限
会
社 
園
福
自
動
車
工
業

事
業
主
：‌�

山
﨑
　
満
夫
（
代
表
取
締
役
）�

�

福
知
山
市
商
工
会

テ
ー
マ
：‌�

最
新
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上

　

当
社
は
福
知
山
市
と
京
丹
波
町
が
接
す
る
国
道
９
号

線
沿
い
（
旧
三
和
町
）
で
自
動
車
整
備
工
場
を
営
ん
で

い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
動
車
登
録
台
数
の
減

少
、
技
術
革
新
に
よ
る
自
動
車
整
備
技
術
の
高
度
化
、

競
争
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
整
備
工
場
を
巡
る

経
営
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
補
助
金
の
支

援
を
受
け
て
「
ス
キ
ャ

ン
ツ
ー
ル
」
を
導
入
し

ま
し
た
。「
ス
キ
ャ
ン

ツ
ー
ル
」
と
は
自
動
車

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接

続
す
る
こ
と
で
異
常
を

検
出
す
る
装
置
で
す
。

　

こ
の
装
置
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

外
注
し
て
い
た
ク
リ
ー

ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
等
の

故
障
診
断
が
自
社
で
可

能
に
な
り
、
各
種
装
置

の
初
期
化
・
再
設
定
時
間
が
従
来
の
半
分
の
時
間
で
す

む
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
費
用
の
低
減
に

つ
な
が
り
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

補
助
金
の
申
請
書
を
作
成
す
る
際
は
経
営
支
援
員
の

方
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
何
度
も
書
き
直
し
ま
し
た
。

自
社
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
自
社
の
「
強
み
」
や
「
経

営
方
針
」、「
経
営
目
標
」
な
ど
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考

え
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
動
車
業
界
の
変
化
に
対
応
し
、
顧
客

サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
業
員
と
も
ど
も
更
に
研
鑽

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岸環境・経営管理事務所
ISO14001主任環境審査員
ISO9001主任品質審査員

OHSAS18001主任労働安全衛生審査員
社会保険労務士

岸　孝雄 氏

専
門
分
野
に
基
づ
い
た 
�

エ
キ
ス
パ
ー
ト
支
援
事
例
紹
介
　

新シリーズ

経
営
に
関
す
る
諸
問
題
、
一
人
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

商
工
会
の
経
営
支
援
員
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
ま
す
!!

リ
ス
ク
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
仕
組
み
作
り
　
　
　
　
　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用
事
例

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
地
道
な
販
路
開
拓
支
援
等
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福
商工会・京都府商工会連合会・全国商工会連合会

※保険金をお支払いする主な場合、保険金をお支払いしない主な場合については、パンフレットの後記「補償のあらまし」をご確認ください。
※「個人賠償」の補償は傷害ライトプラン、シニア傷害プランには付帯されません。
※国内での事故（訴訟が国外の裁判所に提起された場合等を除きます。）に限り、示談交渉は原則として東京海上日動が行います。
※個人賠償責任保険は東京海上日動火災保険株式会社（引受保険会社）が補償する「総合生活保険（個人賠償責任補償）」です。

この広告は、個人賠償責任保険（「総合生活保険（個人賠償責任補償）」）の概要を紹介したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明」をよくお読
みください。ご不明な点がありましたら、商工会までお問い合わせください。

自転車事故にはこんな実例も !

9,521万円

事例

事例①

事例②

事例③

賠償額＊事故の概要

9,266万円

6,779万円

男子小学生（11歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路において歩行中
の女性（62歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が戻らない状態となった。
男子高校生が昼間、自転車横断帯のかなり手前の歩道から車道を斜めに横断し、対向車線を自転車で直
進してきた男性会社員と衝突。男性会社員に重大な障害（言語機能の喪失等）が残った。
男性が夕方、ペットボトルを片手に下り坂をスピードを落とさず走行し交差点に進入、横断歩道を横断中
の女性と衝突。女性は脳挫傷等で3日後に死亡した。

＊賠償額とは、判決文で加害者が支払いを命じられた金額です（上記金額は概算額）。 【出典】一般社団法人 日本損害保険協会ホームページより

2016 年 8 月作成　16-T16486

「傷害プラン」に個人賠償責任保険が付いて、さらにパワーアップ!!
日常生活の事故やトラブルで賠償責任が生じたとき

最高1億円まで補償 !! しかも
掛金そのまま !!

商
工
会
の
福
祉
共
済
注意：本共済は日常生活の事故やトラブルが
　　　対象で、仕事中は対象外となります。

商工貯蓄共済制度ってなに？
商工貯蓄共済とは、商工会会員並びにその家族及び、
従業員の皆さまのための、商工会独自の共済制度です。
国から認められた正規事業で、全国の商工会会員にご利
用いただいています。

　手厚い保障！ 掛け金の一部が割安な保険料（団体割引適用）に充てられ、万
が一の場合、保険金を受け取ることができます。

　高い貯蓄性！ 掛け金の大部分が、貯蓄積立金となり、知らず知らずのうちに
積み立てができるので、将来の資金づくりにピッタリです。

　※その他、独自の融資あっせん制度もあります。

  加入できる方  	 商工会会員とその家族及び、従業員
	 【６歳から 65 歳（５年満期は 70 歳）】

  加 入 期 間  	 ５年満期・10 年満期
	 （保険金額が同額までは、更新時の告知は不要 !!）

  上 限 口 数  	 １口〜 30 口まで（５年満期は 50 口まで）

  お 得 な 利 息  	� お預かりした積立金は、大口定期や国債等で運用。
	 満期時には、個人で預けるよりも有利な利子がつ
	 きます。
  万が一の場合  	 死亡保険金・高度障害給付金（2016.11 現在）

  オプション  
★さらに !!	 「医療保障特約」入院の備えには、医療保障特約を付加できます。
	 （別途、月額保険料の支払いが必要です）
★あんしん１！	 １泊２日の入院から保障。加入後健康状態に関係なく更新 OK ！（最高 90 歳まで）
★あんしん２！	 どのタイプにも限度額 2,000 万円の先進医療特約が付いています。
★お楽しみ！	 入院・手術がなかった場合、５年毎に無事故給付金あり。（タイプにより５〜 20 万円）

（例）５年満期保障タイプ／日額 5,000 円
50 歳／男性　月額保険料 3,776 円…５年間で、226,560 円
※５年間無事故でご請求が無かった場合

支 払 保 険 料� 226,560 円
無事故給付金� ▲ 100,000 円
実 質 負 担 額� 126,560 円

1 日 たったの 69 円！

年齢 期間 死亡保険金
１口 〜 30 口（50 口）

6 〜 34 歳 5 年 30 万円 〜 1,500 万円
10 年 200 万円 〜 6,000 万円

35 〜 46 歳 5 年 25 万円 〜 1,250 万円
10 年 200 万円 〜 6,000 万円

47 〜 54 歳 5 年 25 万円 〜 1,250 万円
10 年 100 万円 〜 3,000 万円

55 〜 65 歳 5 年 25 万円 〜 1,250 万円
10 年 50 万円 〜 1,500 万円

66 〜 70 歳 5 年 25 万円 〜 1,250 万円

めっちゃ安!!
月額1,000円タイプも
   あります！（10年満期型）

※共済制度の加入については、各商工会にお問い合わせください。



10

Ⓡ0120-65-4192
フリーダイヤル ローゴ ヨ　イ　ク　ニ

〒604-8161 京都市中京区烏丸通三条下ル
饅頭屋町595番地3大同生命京都ビル6階

国民年金基金連合会HPから
スマホで資料請求！

京 都 府

一
筆
啓
上
商
工
会
長
シ
リ
ー
ズ

　

平
成
18
年
１
月
に
南
丹
市
が
発
足
、
そ
れ
に

伴
い
平
成
20
年
４
月
に
「
南
丹
市
商
工
会
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
初
代
会
長
に
選
任

さ
れ
、
早
く
も
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

当
地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
文
化
や
観

光
、
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
事
業
所
が
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
商
工

会
は
そ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
支
援
を
行
う

べ
く
日
々
巡
回
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
大
き
く
変
容
し
始

め
て
い
ま
す
。事
業
者
、企
業
側
の
視
点
に
立
っ

た
「
モ
ノ
」
を
中
心
か
ら
、一
人
ひ
と
り
の
「
個

客
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
コ
ト
」
中
心
へ

の
転
換
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
進
展
で
「
お
客
様

が
こ
の
商
品
を
買
っ
た
」
と
い
う
情
報
に
併
せ

て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
ど
ん
な
商
品
を
閲
覧
し

た
か
な
ど
も
明
ら
か
に
な
り
、
個
客
行
動
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ー
分
析
手
法
の
「
Ａ

Ｂ
Ｃ
分
析
」
で
は
、
新
商
品
が
入
っ
て
き
た
ら

一
番
売
れ
て
い
な
い
商
品
を
外
す
の
が
鉄
則
で

す
が
、
し
か
し
Ｃ
を
外
す
こ
と
で
顧
客
が
離
れ

る
と
い
う
事
も
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
決
め
る
の
は
顧
客
側
で
あ

り
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
れ
ば
、
見
極
め
て

取
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、
接
客
、
商
品
知
識
、
個
々
の
ス
キ
ル
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
に
併
せ
て
、
事
業
所
全
体
で
の

取
り
組
み
を
一
番
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
新

た
な
事
業
を
お
考
え
の
折
に
は
こ
の
あ
た
り
も

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
商
工
会
に
ご

相
談
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

南
丹
市
商
工
会　

会
長　

武
田 

晏
和

■ 登記・供託オンライン申請システムによる登記事項の提出について
　 http://www.moj.go.jp/MINJI/minji06_00051.html
■ 登記・供託オンライン申請システム操作サポートデスク TEL 050-3786-5797
　 https://www.touki-kyoutaku-online.moj.go.jp/contact/concact_support.html

詳しくはこちらの
法務省サイトで
案内しています。

お問合せ先　京都地方法務局法人登記部門　075-231-0131（代）

どんな
メリットが
あるの？

CD-R
提出不要

受付番号、補正及
び登記完了のお知
らせがある

専用ソフトで登記
申請書及び委任状
の作成がかんたん

法務局での作業の
一部が自動化され
て処理が速い

商業・法人
登記申請を
申請する場合は

オンラインによる登記事項の提出が便利
簡単で便利なのでぜひご利用ください！

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は

電
子
証
明
書
に
お
金
が
か
か
る
し…

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

そ
れ
な
ら
こ
ん
な
手
が
あ
り
ま
す
！

  検索法務省オンライン提出
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最
近
の
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
等
の
状
況
に
つ
い
て

�
〜
警
察
庁
に
よ
る
平
成
29
年
度
上
半
期
の
と
り
ま
と
め
結
果
〜

情報セキュリティ 今日からできるワンポイント・アドバイス

 最近の標的型メール攻撃の特徴 

①公開されていないメールアドレスに対する攻撃が 96％
インターネット上で公開されていないメールアドレスに送信
攻撃者は会社の組織や社員を調査するなど周到に準備

②送信元メールアドレスは 99％が偽装
実在の組織・機関をかたるなど、ほぼ全てが偽装

③添付ファイルの形式が変化
対策が普及したワード形式のファイルが大きく減少
PDF 形式が急増しており要注意

④圧縮ファイルの形式も変化
引き続き、「.zip」などの圧縮ファイルが添付されるパター
ンも多い

「.exe」など実行ファイルのほか、「.js」「.wsf」などスクリ
プトファイルと呼ばれるものに注意

　

昨
年
５
月
、
世
界
的
な
規
模

で
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
（
ユ
ー

ザ
ー
の
デ
ー
タ
が
暗
号
化
さ

れ
、
解
除
す
る
た
め
に
身
代
金

を
要
求
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）

に
よ
る
被
害
が
生
じ
、
改
め
て

標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
に
つ
い
て

注
意
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

警
察
庁
で
把
握
し
て
い
る
上

半
期
の
標
的
型
メ
ー
ル
攻
撃
の

件
数
は
、
昨
年
よ
り
減
少
し
た

も
の
の
、
５
８
９
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
傾
向
と

し
て
、
同
一
内
容
で
10
か
所
以

上
に
送
信
さ
れ
る
「
ば
ら
ま
き

型
」
と
呼
ば
れ
る
攻
撃
が
約

90
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

も
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
な

ど
を
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く

ほ
か
、
社
員
に
対
す
る
定
期
的

な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
も
有

効
で
す
。
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〜 お茶かおるハートのまち　うじたわら 〜

　京都府南東部に位置す

る、ハート形のまち「宇治

田原町」。山林が約 7 割を占

めていることから日本の原

風景ともいえ、美しい山里

の宇治田原町です。

　この山間の地がお茶の生

産に恵まれているとして、

1271 年（文永 8 年）、光賢

上人がお茶の樹を植えたの

が「宇治田原茶」のはじまりです。その後、1738 年（元文 3 年）に宇治田

原町湯屋谷の茶農永谷宗円が地元茶農家を豊かにしようと研究を積み重ね、

「青
あお

製
せい

煎
せん

茶
ちゃ

製
せい

法
ほう

」を発明。その製法を独占することなく地元茶農家に伝授し、

日本全国にこの製法が伝わったことが「日本緑茶発祥の地」の由来です。

　近年、町内にあるお寺、「正寿院」の新しくできた客殿にあるハート形の

窓が Instagram や SNS を中心に「幸せを呼ぶ窓」として話題となり、「猪

目窓」から覗く四季折々の風景と合わさって一気に話題となりました。

　このように癒しのスポットとお茶でご来町者をおもてなししておりますの

でハートフルな景色や体験を堪能しながら宇治田原町を一度散策されてみ

ては如何でしょうか？

　身もこころもリフレッシュされることと思います。

宇治田原町
宇治田原町商工会

京都府

わがまちわがまちシリーズ

●〒610-0261
　京都府綴喜郡宇治田原町岩山釜井谷１-36
　　　　　　　　　　 TEL 0774-88-4180

宇治田原町

第 22回宇治田原四季フォトコンテスト
京都府商工会連合会会長賞　受賞作品

安原忠敬氏「ライン」

日　　時 イベント内容 問合せ先

1月28日（日）
9：00 ‌�親子竹馬教室

9：30 全国大会受付開始

10：30 全国大会

 イベント名 　「親子竹馬教室」＆「第16回たけうま全国大会」

場所：向日市立第２向陽小学校　グラウンド

　　　（雨天中止）

概要：‌�16 回目を迎える、たけうま大会では、全国から
集まった名人たちがスピードと技を競います。親
子竹馬教室で作った竹馬でも出場できます。

■� 向日市商工会青年部
電話：075-921-2732
ＨＰ：向日市観光協会の HP に掲載予定
　　　http://www.muko-kankou.jp/

≪１月・２月　商工会みどころ情報≫

正寿院HP「写真でみる正寿院」より


